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科長　祖父江  元（教授）神経内科

高齢化社会で増加が予想される神経変性疾患や認知症、三大死因の１つ脳卒中
の診断と治療などを行います。
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高齢化社会に即し、多数の専門医が柔軟に対応

35名を超える神経内科専門医が在籍し、通常外来、専門外来、入院診療を行っていま
す。最先端の画像装置、豊富な実績を持つ各種生検や電気生理技術などを駆使すること
で正確な診断とより良い治療を行います。

アルツハイマー病、認知症、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症、球脊髄性筋萎縮症、
脊髄小脳変性症、多発性硬化症、ギランバレー症候群、重症筋無力症、多発性筋炎、顔
面けいれん、てんかん、頭痛、めまい、しびれ。

３テスラMRI、PET、SPECTを用いた認知症やパーキンソン病などの神経変性疾患の診
断・治療。生検、電気生理検査、遺伝子検査を用いた末梢神経疾患、筋疾患、脊髄疾
患、筋萎縮性側索硬化症などの診断と治療。

年間外来患者数約22,000人、年間新患数
（当科疾患に限る）1,255人、年間入院患
者数348人。

球脊髄性筋萎縮症、筋萎縮性側索硬化症、
パーキンソン病、認知症を対象とした専門
外来をそれぞれ実施しています。また、セ
カンドオピニオン外来も積極的に行ってい
ます。

球脊髄性筋萎縮症に対するリュープロレリ
ン治験、筋萎縮性側索硬化症に対する全国
多施設前向きコホート研究 (JaCALS)、各種
難治性免疫性疾患に対するガンマグロブリ
ン大量療法や血漿交換療法など。
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科長　横井  香平（准教授）呼吸器外科

胸部悪性腫瘍（肺癌など）や良性疾患（気胸など）に対する手術療法を専門に
施行している診療科です。
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肺癌をはじめとした診療の豊富な実績が安心をもたらす

常勤医師８名（呼吸器外科専門医が５名）で診療しています。外来診察は火・木曜日、手
術は月・水・金曜日です。患者の治療方針は毎週金曜日に、呼吸器内科・外科・放射線
科の合同カンファレンスで検討し決定しています。

原発性肺癌、転移性肺癌、胸膜中皮腫、胸腺腫などの胸部悪性腫瘍が主な対象疾患です。
また、胸腺摘出の必要な重症筋無力症、炎症性肺疾患、膿胸、気胸、胸部外傷、肺の先
天奇形などの非腫瘍性良性疾患も対象疾患です。

専門的な周術期管理を要する局所進行肺癌や悪性胸膜中皮腫、重症の併存疾患（慢性閉塞
性肺疾患、心疾患、糖尿病、人工透析など）を有する症例の手術も安全に施行してきた
実績があります。

2010年の総手術件数は286件で、内訳は肺癌151例、縦隔腫瘍34例、転移性肺腫瘍47例、
悪性胸膜中皮腫５例、その他49例で、手術死亡例は１例でした。全体の約半数を肺癌が
占めています。

特別枠としての専門外来はありませんが、
当科の特徴として特に肺癌、悪性胸膜中皮
腫、進行浸潤性胸腺腫に対しては極めて豊
富な治療経験を有しています。セカンドオ
ピニオン目的の受診も十分可能です。

新たなエビデンス構築のためにさまざまな
基礎的研究や臨床試験を行っています。現
在、術後補助化学療法の第２相試験、胸壁
浸潤肺癌に対する集学的治療、早期肺癌に
対する縮小手術の検討などの臨床試験が進
行中です。
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